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ま え が き 

 

本調査（Wave3）は、2011-2012 年に行われた「子育て世帯全国調査」（Wave1）および 2013

年に行われた「子育て世帯の追跡調査（第１回）」（Wave2）の同じ協力者に対して、その就

業と生活状況について追跡し、時系列的に把握するために実施した調査である。 

本調査（Wave3）は、調査時期、調査方法、調査票の枠組では Wave1 と Wave2 調査の基本

仕様を踏襲している。設問項目には、Wave2 期から Wave3 期までの 2 年間における、保護者

の就業状況の変化、自己啓発や専門資格取得の有無、就業支援制度の利用状況、父親の家事・

育児参加、暮らし向き、子どもの状況、収入と支出状況などが含まれている。 

本調査（Wave3）との比較に用いた Wave1 調査と Wave2 調査の集計結果は、JILPT 調査シ

リーズ No.95『子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査』（2012 年 3

月）、No.109『子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査 2012（第２回

子育て世帯全国調査）』（2013 年 4 月）、および No.115『子育て世帯の追跡調査（第１回：2013

年）―2011･2012 年調査との比較―』（2014 年 5 月）として公表されている。本調査シリーズ

と併せてご活用いただければ幸いである。なお、「子育て世帯の追跡調査」は、今回の調査を

持っていったん終了することとなった。 

最後に、お忙しいなか初回調査に続き、第１回と第２回追跡調査にもご協力くださったみ

なさまに心より厚く御礼を申し上げたい。 
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